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「言葉は上に飛ぶ」 
 

          
 

 

令和８年６月１日（月） 

八王子市立七国小学校 

七国小学校の教育目標 

自分を伸ばします 

●進んで学びます 
●心をみがきます 

●体をきたえます 



本年度の特色ある教育活動  教務主幹 

■キャリア教育の推進 

 七国地区では七国小学校と七国中学校が連携し９年間を見通したキャリア教育の推進を図って

いきます。 

 

【企業とコラボレーションをした商品開発（5 年生）】 

５年生では、キャリア教育の一環として企業とコラボレー 

ションをし、子どもたちが商品を考え、実際に販売まで行う 

体験的な学習（総合的な学習の時間）がスタートしました。 

クラスごとに様々な企業と共同し商品開発を進め、完成品は 

１２月にみなみ野駅前「アクロスモール」で子どもたちが販 

売をします。働くことの楽しさ、喜び、そして難しさや大変 

さを体験的に学ぶことで６年生の探究へとつなげていきます。 

 

【自分の将来について真剣に考えるお話会（６年生）】 
 ６年生の総合的な学習の学習では、自分自身のキャリアプラン（将来設計）について考えていき

ます。２月の学校公開では、様々な職種のゲストティーチャーを体育館に招き、お話会を開きます。

実際に働いている大人たちの生の声を聴くことで、将来への希望をもって中学校生活を迎えられる

ように準備を進めていきます。 

 

安心安全で楽しい学校   生活指導主幹 

■七国小の素直な子どもたち 

クラスの子どもたちが「学校大好き！」と言ってくれることがあります。学校では、毎日の教科

学習だけでなく運動会やもうすぐ始まるプールの授業など楽しいことがたくさんあります。しか

し、楽しいはずの学校生活が辛いものになってしまうことがあり

ます。それが「いじめ」です。よくいじめの構造をドラえもんの登

場人物に例えることがあります。いじめの被害者（のび太）と加害

者（ジャイアン）、それをはやし立てる観衆や傍観者です。それら

の当事者の中から「いじめはいけないことだ。」と注意する子供や

大人に相談できる子供を増やすことでいじめが起こりにくい環境

を作っていくことが大切になります。しかし、そのような行動には

強い正義感と勇気が必要です。「間違っていたらどうしよう。」「ト

ラブルに巻き込まれたくない。」などと考えてしまい一歩を踏み出

せないことは十分にあることです。 

 

【じゃあ、どうすれば子どもを守れるか】 

そこで大切になるのが周囲の大人の存在です。いつでも相談できる関係を作っていくこと。常に

アンテナを高くして子供の小さな変化に気付くこと。いじめの芽を取り除き、安心して学校に通え

るように学校と保護者・地域が一体となって取り組んでいきましょう。 

6 月は「ふれあい月間」です。お子様のことで気になることがありましたら、些細なことでも学

校に相談してください。いじめの未然防止・早期発見にご協力をお願いいたします。  


